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要約：企業や若者を取り巻く環境変化により、「基礎学力」「専門知識」に加え、それらをうまく活

用していくための「社会人基礎力」を意識的に育成していくことが重要となっている。本稿では、

筆者らの行っているスタディスキルズ教育（初年次教育）の取組みを高知工科大学附属情報図書館

及び高知新聞社との連携とともに紹介する。また、実施評価と課題についても述べる。評価にあた

り、学生自身の成長度合いのアンケート結果をもとに、因子分析、クラスター分析を試みた。情報

図書館とは、学生作成の所感をもとにした所感集の発行、POPとともに所感集を展示することによ
る読書啓発活動、近隣高校への配布による高知工科大学の紹介で連携している。高知新聞社とは、

学生による新聞投稿が縁で担当の方と関係ができ、投稿についてのお話をしていただくとともに、

文章力をあげ投稿につなげるサークル活動で連携している。

1.はじめに

企業や若者を取り巻く環境変化により、「基礎学

力」「専門知識」に加え、それらをうまく活用して

いくための「社会人基礎力」を意識的に育成してい

くことが今まで以上に重要となってきている。経済

産業省は社会人基礎力について、「社会人基礎力」

とは、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チーム

で働く力」の 3つの能力（ 12の能力要素）から構
成されており、「職場や地域社会で多様な人々と仕

事をしていくために必要な基礎的な力」であると解

説している（図 1、図 2）。
本稿では、筆者のスタディスキルズ教育（初年次

教育）の取組みを高知工科大学附属情報図書館、高

知新聞社との連携も含めて紹介し、その実施評価と

課題について述べる。

2.高知工科大学学びの体系

高知工科大学での学びの体系を、図 3に示す。専
門教育の軸（基礎科目、専門科目、卒業研究、大学

院）とキャリア教育の軸（スタディスキルズ、キャリ

アプラン基礎、キャリアプラン 1、インターンシッ
プ、キャリアプラン 2）がある。スタディスキルは
初年次教育の位置づけである。1年生は、ほぼ全員
が受講し、企業経験者である教育講師が担当して

いる。

3.筆者によるスタディスキルズの特徴と
内容

講義・演習の流れは図 4の通りである。各回、90
分の講義演習 8回で、以下の特徴をもたせて進めて
いる。
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図 1.初等中等教育から大学教育一貫イメージ
（参照：経済産業省 HP1)）

図 2.社会人基礎力
（参照：経済産業省 HP 1)）
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図 4.講義・演習の流れ

図 3.高知工科大学学びの体系
（参照：教育講師室資料）

• 経営戦略の策定手法による大学生活の設計
• レポートの書き方、文章の読み方、プレゼン
テーションの基礎的な能力の養成

• 自分自身の意見をもつこと、社会への発信力を
つけること

3.1 経営戦略策定手法（SWOT）
SWOT分析（図 5）とは、1920年代からハーバー

ドビジネススクールのビジネスポリシーコースの一

部として開発されてきたものである。Strengths（強

み）、Weaknesses（弱み）、Opportunities（機会）、
Threats（脅威）の頭文字をとって SWOTと称してい
る。SとWは自社組織の内部環境に目を向けて、自
らの強み弱みとを分析・評価することを意味する。

Oと Tは、組織の外部環境に目を向けて、その中に
あるビジネス機会と、組織にとって脅威をもたらし

うるようなリスク要因とを分析・評価することを意

味する。自社を学生自身におきかえ、高校までの自

分を振り返り、手法に則ってグループで意見交換し

つつ、自分自身の大学での目標を達成するための戦

略（「大学生活の設計」）を策定する。

3.2 講義・演習の内容
「大学生活の目標・目的発表」から「取組み案の

評価、スケジュール化」までは、演習の初めに背景、

進め方、SWOT分析の思考フレームワークを解説す
る。それを受け、個人での思考時間を 5から 10分
とった後に、5 名前後のグループに分かれて 40 分
程度で討議し、その内容を模造紙 1枚にまとめても
らう（図 6）。毎回、メンバが全員の前でプレゼン
テーションを行う。1クラスは、合計 15名前後の少
人数である。学生らは、当初は戸惑うが、回数を経

ることで要領を体得していく。流れの中で、「文章

の読み方」、「レポートの書き方」、「プレゼンテー

ション」の基礎について解説している。

141



図 7.高知新聞掲載事例

図 5. SWOT分析の流れ 2)

図 6.グループでの検討途上の模造紙

3.3 新聞への投稿と新聞社との連携
学生が、自分自身の考えをもつことの大切さを知

り、世界を広げるために、下記を実施している。

1. 新聞「投書欄」を読み、それに対し賛否を述べ
る「200字意見文」の作成

2. 新聞「投書欄」への投稿
投稿については、若者だからこその視点もあり、

毎年 10名程度が、高知新聞に掲載されている（テー
マは各人選定）（図 7）。2015 年度から、高知新聞
社編集局の記者の方から提案があり、「投稿サーク

ル」を立ちあげ、文章の書き方の指導とともに新聞

投稿の機会を提供いただいている。投稿の掲載実績

（掲載日順）は、次のとおりである。

【2012年度】
高知新聞「声ひろば」 7名
環境 松隈裕世 恐ろしい津波予測

情報 松本剛 国挙げてサブカルを

情報 撫養拓光 ネットの負の部分

環境 沖本佳代 なぜ今増税なのか？

環境 清水真璃菜 『学ぶ』ことの意味

環境 国元美優 『ない』は証明できない

環境 金子真人 消費増税に思う

【2013年度】
朝日新聞「声」欄 3名
環境 三宅啓太 さとり世代というレッテル

情報 兵頭辰弥 スマホ見るより目見て会話

環境 富永大輔 入院で知った配慮の大切さ

高知新聞「声ひろば」 11名
情報 松田具也 環境にやさしい車を

情報 平松一輝 18歳になった今
情報 杉浦綜介 スマホは新たな意識で

情報 瀬戸幹章 日本の弱腰外交に疑問

情報 鈴木夏美 防災意識を高めよう

環境 三宅啓太 大人が省みなければ

環境 正岡志乃 全ての人が使えるよう（携帯、

スマホ）

環境 堀川由利江 人権問題に関心を

環境 富永大輔 スマホは便利だが
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図 8.学生作成の POP例

【2014年度】
高知新聞「声ひろば」 6名
環境 田口健太 選挙権の行使を

情報 岩本迪子 震災を体験して

環境 坂本ひかる 一人暮らしを始めて

情報 福永昴輝 時は金なり

環境 小松実夢 自由と責任

環境 田中沙那美 世界を知る

環境 中橋怜花 『高知家』と移住

情報 山口智大 工科大へ来てください

【2015年度】
高知新聞「声ひろば」 12名
情報 河野奈美 話して聞こう

情報 小西穂香 人を知り自分を知る

情報 前田佐都子 東京から高知に来て

情報 松根愛 スマホに奪われたもの

情報 増田凌也 ありがとうの社会に

情報 久保壮一郎 戦争と平和話し合おう

情報 古里聡一朗 労働とは

環境 塩見南十星 飼い主はよく

情報 小笠原可偉 自ら考えること必要

情報 池上紘基 父母にありがとう

情報 吉瀬宏史朗 一人暮らしで成長

情報 柳田海志 意思のもろさ

【2016年度 1Q】
高知新聞「声ひろば」 7名
情報 尾辻明里 地震に備えて

環境 菰田誉大 最高の仲間

環境 蘓理佑己 最も身近な被災者

情報 浜田幸輝 おばあちゃんに恩返し

情報 馬場小百合 夢中になれるもの

情報 大塚晴奈 初心を忘れず

情報 尾野公哉 弓道の奥深さ

3.4 所感作成と図書館との連携
教員が提示したテーマにそって、学生に任意に書

籍を選択してもらい 500字の所感文を書いてもらっ
ている。これは、学生に読書を推奨する狙いがあ

る。あわせて、書籍紹介の POP作成の方法を図書
館担当者の方から説明していただき、学生による

POP作成も行っている（図 8、図 9）。
所感は、大学図書館から所感集として発行してい

る。実績として、第 1弾「文章の書き方」、第 2弾
「プレゼンテーション」、第 3弾「論理思考」、第 4
弾「発想法」（図 10）がある。所感集は、大学内の
みならず近隣の高校にも配布している。さらに、図

書館内で、所感集、学生作成 POPとともに書籍も
展示する企画展も実施している。

4.評価・課題

4.1 スタディスキルズでの成長
受講前と後で、アンケート項目に従って自己評価

をしてもらっている。

受講前後での学生の自己評価の平均点（ 4 点満
点、2015年度 51名）を示す（表 1、図 11）。全ての
項目にて改善がみられる。

4.2 成長度合いを基にした因子分析、クラスター
分析からの評価

各学生の自己評価での成長点数（=受講後−受講
前）を対象に因子分析を実施した結果、本講義演習

を特徴づけるものとして、1. 内的成長（創造的活
動、課題解決力他）と 2. 外的成長（立ち位置の理
解、チームで働く力他）という 2つの因子を抽出す
ることができた。これは、まさに本講義・演習の大

きな狙いの 2つである。
さらに、この結果を踏まえ各学生の因子得点を

もとにクラスター分析を行った結果、5つのクラス
ターに分かれた（図 13）。これをもとに 4 つに分
類してみたところ、1.内的・外的共に成長が高い 7
名、2. 内的成長が高い 21 名、3. 外的成長が高い 9
名、4.内的外的成長共に大きな変化なし 14名となっ
た。自己評価の下がっている学生は、スタディスキ

ルズ受講の前後で、自己に厳しくなったためとも思

われる。

143



図 9. POP作成説明資料（岡花）
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図 10.所感集（高知工科大学附属情報図書館発行）

4.3 スタディスキルズでの評価と 4年次の成績
現在 4年生（筆者のスタディスキルズ受講 53名）

の 3Qまでの成績（GPA：MAX4.0）とスタディスキ
ルズの成績との間に相関があるのかを相関分析で

把握しようとしたが、相関はみられなかった。初年

次教育の各評価項目（演習、宿題、最終レポート、

発表、姿勢）と 4年時点成績との回帰分析も行った
が、有意な線形回帰モデルはえられなかった。参考

までに、図 12に散布図を示す。

卒業までの成績は、入学後の取り組み方で変わる

ものであり、当然といえば当然であるが、入学直後

の評価のみでは推測できないということである。但

し、極端な成績不良者（留年、中退）になる恐れの

ある学生はほぼ予測のつくことが多い。

4.4 今後に向けて
個々の学生を見ていくと、内的、外的での成長感

が異なっている。特に外的成長感の低い学生が 35
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表 1.スタディスキルズ実施前後の学生自己評価
受講前 受講後

創造的活動（書く力,話す力） 2.77 2.97
意思決定力（調査・要約する力） 2.90 3.10
問題発見力 2.80 3.11
課題解決力 2.78 3.01
プレゼンテーション力 2.57 2.86
社会理解と自立心 2.79 3.06
立ち位置の理解（自己の立場の理解） 3.44 3.55
チームで動く力（自己コントロール力） 3.50 3.55
挑戦する力 3.09 3.35
他者理解（読む力,聴く力） 3.35 3.43

図 11.スタディスキルズ実施前後の
学生自己評価（グラフ）

図 12.スタディスキルズ評価と 4年次の成績

名（68％）おり、今後は、どちらかといえば外的成
長（立ち位置の理解、チームで働く力、挑戦する力、

他者理解他）に力を入れていく必要がありそうで

ある。

外的成長を高める契機として、現在、取り組んで

いる高知工科大学附属情報図書館、高知新聞社と

の連携をさらに発展させることで何かができるの

ではなかろうか。たとえば、図書館関連であれば、

1冊の書籍をとりあげて感想をのべあい意見交換の
できる場を学生自身が立ち上げ、他者との交流を生

み出すことを狙う。新聞社との連携では、新聞読者

図 13.受講生の内的・外的成長にみる分類

との座談会等への参加やそこをきっかけにした地域

と密着した活動、現在進行中の投稿サークルへの誘

いなど、アイデアはありそうである。初年次教育を

きっかけに、延長線上にそのような場を、学生自身

が作っていく風土（学風）作りができればと考えて

いる。
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Abstract: Due to the change of environment which surrounds companies and young people, it becomes important that we
promote the basic social skills of the university students through education of consciously so that they can utilize basic
academic skills and technical knowledge. In this paper, the study skills education of Kochi University of Technology is
introduced together with explanation of collaboration with the Information Library of Kochi University of Technology
and Kochi Shimbun. The result will be described and remaining issues will be discussed. In evaluation of our study
skills we tried factor analysis and cluster analysis based on the questionnaire result of student’s own growth degree.
The Information Library of Kochi University of Technology publishes the book review of students and displays POPs
to encourage reading. A member of Kochi Shimbun gives a lecture on writing and supports students’ contribution club
activities as a volunteer.
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